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日本で－番開花の遅い桜で、根室市の木に指定され

ている。国後島や択捉島で自生していたものが、轍

前に持ち込まれたもの。一般的な桜より低く、地を
はうように枝をひろげる．

彦



永谷 芳晴さん(24歳）協和

「
自
分
が
楽
し
め
る
経
営
作
り
・
一
岸
一
」

と
芳
晴
さ
ん
。
六
一
年
に
高
校
を
卒
業

し
、
酪
農
の
燕
礎
知
識
を
学
ぶ
た
め
酪

農
学
園
短
期
入
学
入
進
学
．
そ
の
後
、
さ

ら
に
知
識
を
自
分
の
身
体
て
学
び
た
い

と
海
外
（
ア
ル
バ
ー
タ
ー
州
）
へ
二
年
間

実
習
に
行
く
。
「
実
習
の
中
で
は
常
に
オ

ー
ナ
ー
が
一
緒
に
行
動
し
て
く
れ
て
、

楽
し
く
中
身
の
濃
い
経
営
作
り

宍-1

色
々
な
蝦
を
教
え
て
く
れ

た
。
特
に
施
設
や
、
機
械

を
人
切
に
使
う
事
を
痛
感
”

牛
の
管
理
に
つ
い
て
は
ｕ

木
も
外
国
も
堆
本
的
に
は

同
じ
で
あ
り
、
い
か
に
ｎ

分
が
蛙
本
通
り
に
実
行
す

る
か
、
し
な
い
か
に
よ
り

総
営
に
差
が
出
て
来
る
の

だ
」
と
芳
晴
さ
ん
は
話
す
。

実
習
を
終
え
て
三
年
目
、

永
谷
牧
場
の
後
継
者
と
し

て
現
在
八
十
一
随
の
経
営

面
積
に
一
五
○
頭
の
乳
牛

を
飼
養
。
牛
肉
の
自
由
化

に
よ
り
個
体
価
格
が
下
が

り
、
こ
こ
一
一
年
く
ら
い
掴

現
牛
舎
、
施
設
は
限
界
に
き
て
い
る

が
、
乾
乳
牛
仇
別
飼
や
、
育
成
の
通
年

野
外
飼
養
な
ど
Ⅲ
失
し
な
が
ら
目
一
杯

利
用
し
て
い
る
。

将
来
的
に
は
パ
ー
ラ
ー
を
導
入
す
る

計
画
で
あ
る
が
、
現
状
施
設
で
の
「
メ
リ

ッ
ト
」
を
も
つ
と
追
求
し
た
い
。
今
、
市

販
さ
れ
て
い
る
パ
ー
ラ
ー
も
、
数
年
後

に
は
も
っ
と
改
良
さ
れ
た
機
種
が
出
来

る
は
ず
と
慎
重
だ
。

今
は
施
設
よ
り
も
労
働
力
が
問
題
、

両
親
も
そ
ろ
そ
ろ
年
だ
し
家
族
労
働
力

だ
け
で
は
や
っ
て
行
け
な
い
。
そ
こ
で

今
考
え
て
い
る
の
は
、
実
習
生
が
楽
し

く
働
け
る
環
境
を
作
っ
て
行
く
事
。

実
習
生
の
住
む
所
は
別
棟
に
ロ
グ
ハ

ウ
ス
を
建
て
、
休
み
は
一
日
全
休
、
馬
に

体
販
売
は
雛
え
、
経
産
午
の
淘
汰
を
行

な
い
、
良
質
乳
生
産
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
経
営
地
は
山
林
、
原
野
の
割
合
が
多

く
、
頭
数
が
増
え
た
分
、
粗
飼
料
が
不
足

気
味
に
な
っ
て
来
て
い
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
は
造
成
や
草
地
更
新
に
力
を
入
れ
、

良
質
粗
飼
料
の
確
保
を
し
て
い
き
た
い

と一一一一口う。

倭展おｂ

乗
っ
た
り
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
作

り
、
実
習
生
は
も
と
よ
り
、
家
族
全
員

で
楽
し
く
過
ご
せ
る
環
境
を
作
り
た
い
。

ま
た
、
実
習
生
は
労
働
力
と
い
う
考
え

方
だ
け
で
は
な
く
家
族
の
一
員
、
仲
間

と
し
て
接
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
は
、
海
外
実
習
で
自
分
が
体

験
し
た
事
を
踏
ま
え
て
の
方
策
と
の
事
。

実
現
に
向
け
て
父
雄
幸
さ
ん
、
母
節

子
さ
ん
と
楽
し
く
、
中
・
身
の
濃
い
経
営

作
り
を
目
指
す
芳
晴
さ
ん
で
す
。

身



机
飼
料
の
品
質
は
牧
草
の
早
刈
り
や

草
地
更
新
率
の
上
昇
で
年
々
向
上
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
草
地

の
管
理
が
不
十
分
で
マ
メ
科
草
が
優
先

し
、
牧
草
収
量
（
乾
物
量
）
が
減
収
す

る
、
ま
た
、
そ
の
牧
草
を
乳
牛
に
給
与
す

る
と
、
疾
病
が
多
く
な
る
な
ど
、
以
前

よ
り
生
産
性
が
悪
化
し
て
い
る
例
も
見

ら
れ
ま
す
。

高
品
衝
、
商
収
量
を
維
持
す
る
草
地

管
理
と
問
栄
養
粗
飼
料
の
効
果
的
な
給

与
の
た
め
、
再
確
認
を
し
て
下
さ
い
。

一
、
草
地
の
旱
刈
り
、
多
回
刈
り
上
の

《
淫
一
息

イ
ネ
科
牧
草
の
中
で
チ
モ
シ
ー
は
、

特
に
早
刈
り
や
年
三
回
以
上
の
多
回
刈

り
に
弱
い
草
種
で
す
。
さ
ら
に
一
一
の
方

法
を
連
年
続
け
る
と
、
そ
れ
に
見
合
っ

た
肥
培
管
理
を
し
た
草
地
で
も
、
ク
ン

プ
ウ
（
極
早
龍
姉
種
）
以
外
で
は
次
年

に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
す
。

早
刈
り
草
地
の
維
持

管
理
と
給
与
上
の
注
意

一
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所
一

一
般
的
に
は
一
番
草
の
最
初
に
収
種

す
る
草
地
は
、
サ
ィ
レ
ー
ジ
に
調
製
さ

れ
る
の
で
、
近
隣
の
草
地
や
更
新
年
次

の
新
し
い
収
量
や
マ
メ
科
率
の
多
い
草

地
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
草
地

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
次
の
刈
取
順

位
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ア
、
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
の
混
播

草
地
を
肢
優
先
し
、
チ
モ
シ
ー
草

地
は
Ⅲ
穂
期
の
早
い
順
に
．

イ
、
早
刈
り
（
出
穂
前
刈
り
）
の
場

合
は
、
近
々
更
新
予
定
か
イ
ネ
科

単
播
草
地
。

ウ
、
適
期
刈
り
（
出
穂
始
め
期
）
は
、

出
穂
期
の
早
い
草
地
か
ら
。

ニ
チ
モ
シ
ー
｛
ク
ン
プ
ウ
以
外
）

は
、
連
続
年
二
回
刈
り
を
さ
け
る
。

ま
た
、
降
雨
に
よ
る
倒
伏
や
刈
倒
し

後
の
長
期
放
置
も
、
裸
地
化
や
マ
メ
科

優
先
草
地
と
な
る
事
か
多
い
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

FＰＲ 

表1,イネ科牧草の出穂始期(繩11農試)と刈取り適応性

二
、
マ
メ
科
優
先
草
地
の
肥
培
管
理

チ
モ
シ
ー
が
衰
退
し
、
マ
メ
科
草
優

先
草
地
と
な
る
原
因
は
、
刈
取
り
条
件

や
更
新
時
の
は
種
割
合
、
そ
の
後
の
高

温
干
抜
な
ど
の
他
に
、
施
肥
管
理
の
誤

ま
り
も
大
き
い
。
イ
ネ
科
牧
草
の
軍
勢

回
復
に
は
、
加
里
を
減
ら
し
、
チ
ッ
素

の
増
肥
が
有
効
で
す
が
、
逆
に
マ
メ
科

維
持
の
た
め
の
肥
料
を
施
用
し
て
い
る

例
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
な
草
地
に
は
、
植
生
タ
イ
プ

別
の
肥
料
で
あ
れ
ば
、
四
号
ま
た
は
三

号
な
ど
を
選
び
、
チ
ッ
素
の
成
分
で
六

～
＋
鞠
二
回
の
成
分
量
）
程
度
施
用
す

る
と
、
か
な
り
チ
モ
シ
ー
は
ｕ
復
し
ま
す
。

胃穂瞥｜刈取性草諏
Ｉ【

；1砥ロロ

オーチ

ャード

ケイ
オカミドリ

６月１２日 Ａ 

クンプウ’６月１６日ｌＩｑ

ノサ、リブ、
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織
川
滕
縢
い

税
務
署
に
申
告
し
た
所
得
や
税
額
が

少
な
か
っ
た
り
、
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
が
申
告
を
し
な
か
っ

た
と
き
に
は
、
税
務
署
長
は
調
査
し
た

結
果
に
基
づ
き
更
正
ま
た
は
決
定
の
処

分
を
し
ま
す
。

こ
の
更
正
や
決
定
あ
る
い
は
財
産
の

差
押
え
な
ど
の
処
分
を
受
け
た
こ
と
に
、

不
服
申
立
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
不
服
申
立
て
の
手
続
き
に
は
、

税
務
署
長
に
対
す
る
「
異
議
申
立
て
」

と
国
税
不
服
審
判
所
長
に
対
す
る
「
審

査
請
求
」
と
が
あ
り
ま
す
。

異
議
申
立
て

税
務
署
長
が
行
な
っ
た
更
正
や
決
定

あ
る
い
は
財
産
の
差
押
え
な
ど
の
処
分

に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
処
分
の

通
知
を
受
け
た
口
の
翌
日
か
ら
二
ヶ
Ⅱ

以
内
に
、
税
務
署
長
に
対
し
て
墓
（
議

申
立
て
，
｜
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

異
議
申
立
て
が
あ
り
ま
す
と
、
税
務

税
務
署
の
処
分
に

不
服
が
あ
る
と
き

掌
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但
し
、
裸
地
が
多
く
な
っ
た
り
、
チ

モ
シ
ー
が
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
た
草
地

で
は
、
回
復
も
不
可
能
で
す
の
で
、
更

新
す
べ
き
で
す
。

三
、
旱
刈
り
良
質
粗
飼
料
の
給
与
上
の

《汪一＆

表
三
に
よ
る
と
、
チ
モ
シ
ー
も
赤
ク

ロ
ー
バ
も
刈
取
り
時
期
が
早
い
方
が
、

Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｄ
Ｎ
は
高
く
粗
セ
ン
イ
は
低

い
。
ま
た
、
マ
メ
科
草
の
方
が
Ｃ
Ｐ
が
高

表２，イネ科牧草を回復させる施肥設計例(陣／lOa】

へ|～｜肥料名ｌ施肥量ll-lU料名｜施肥料

q 

例１

１列２
例日

採草４号

採草３号
Ａコープ

例４50～6０ 

６０ 

尿素

塩加

リン安
ｻﾙji(マク

1５ 早
蒋
時
刈
取
後

１０ 

F10～６０ (単肥配合） １Ｆ 

引諦 別

例ｌ

例２
放牧追肥
Ａコープ〈

4Ｃ 例３

(単肥配合） ’ 
尿素

塩カロ

リン安

1２ 

4Ｃ 1F 

HHI； 

に
』

注１】

口！

牛尿散布の場合、尿成分によって異なるが、尿１Ｉ当り約化ljlb20Ky
減肥が可能。
単肥配合の場合、尿索の代'〕に塩安を使用する時は尿素の２倍敵。

こ
の
様
に
一
般
的
に
は
早
刈
り
や
、

マ
メ
科
率
の
高
い
こ
と
は
品
質
上
望
ま

し
い
事
で
す
が
、
当
地
域
で
は
次
の
様

な
欠
点
に
も
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ア
、
旱
刈
り
牧
草
は
ロ
ー
ル
サ
ィ
レ

１
ジ
に
調
製
さ
れ
る
事
が
多
く
、

品
質
の
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
い
。

イ
、
旱
刈
り
は
、
｜
番
草
収
量
が
減

く
、
さ
ら
に
Ｔ
Ｄ
Ｎ
と
Ｃ
Ｐ
の
バ
ラ
ン

ス
は
旱
刈
り
の
方
が
、
ま
た
、
マ
メ
科

の
方
が
Ｃ
Ｐ
の
割
合
が
高
い
。

表３、チモシー及び赤クローバの刈り時期別
栄養価(サイレージ）（乾物中％）

〆、

架砦
IllIセ

ＣＦ ＴＤＮ 
ンイ

千毛 出穂前

開花期

1３．９ 2８．７ 7１．７ ５.］６ 

9-, ３７.］ 5５．８ 6.0F 二〆

赤ク 開花前

開花卿

2０．５ 2４．９ 6F１．Ｆ 3.2 

ローﾉﾐ ]7.0 ３０.Ｃ 5７．９ 3.4 

注）日本飼料･成分表よ'；

少
し
二
、
一
一
一
番
草
の
割
合
が
増
加

す
る
。
し
た
が
っ
て
二
、
｜
｜
｜
番
草

の
み
の
給
与
に
片
寄
る
事
が
あ
る
．

ウ
、
マ
メ
科
率
も
高
く
な
り
、
Ｃ
Ｐ

過
剰
の
給
与
体
系
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
事
に
気
づ
か
ず
無
視
し
、

今
ま
で
通
り
の
飼
料
給
与
を
し
て
い
る

と
、
繁
殖
障
害
や
乳
房
炎
、
牛
乳
中
の

体
細
胞
数
増
加
な
ど
の
障
害
が
出
て
、

結
果
と
し
て
牧
草
早
刈
り
や
、
マ
メ
科

率
の
維
持
に
ま
で
も
否
定
さ
れ
る
雫
も

あ
り
ま
す
。

こ
の
改
善
対
策
と
し
て
は
、
牧
草
中

心
の
酪
農
地
帯
で
す
の
で
、
Ｃ
Ｐ
の
過

剰
給
与
を
さ
け
、
Ｔ
Ｄ
Ｎ
を
充
足
さ
せ

る
事
が
基
本
で
す
。
し
た
が
っ
て
デ
ン

プ
ン
質
の
多
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
、
大

麦
を
原
料
と
し
た
濃
厚
飼
料
を
組
み
入

れ
る
べ
き
で
す
が
、
た
え
ず
粗
飼
料
分

析
を
実
施
し
正
確
に
成
分
を
把
握
し
た

上
で
、
飼
料
計
算
と
、
乳
牛
の
コ
ン
デ

シ
ョ
ン
を
見
な
が
ら
、
適
正
な
飼
料
給

与
に
変
え
る
事
で
す
。

栄
養
価
や
嗜
好
性
の
高
い
粗
飼
料
を

組
み
入
れ
て
、
は
じ
め
て
安
定
的
な
高

泌
乳
が
可
能
で
す
。
苦
労
し
て
収
穫
し

た
良
質
粗
飼
料
の
力
を
十
分
に
発
揮
し

て
下
さ
い
。

囚町､

箸
で
は
担
当
者
を
代
え
て
再
度
調
議
嵩

行
い
、
そ
の
結
果
を
納
税
者
に
通
知
し

ま
す
。
こ
れ
を
「
異
議
決
定
」
と
い
い

ま
す
。

審
査
請
求

税
務
署
長
の
「
異
議
決
定
」
を
経
た

後
に
、
な
お
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
決
定
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か

ら
一
ケ
月
以
内
に
国
税
不
服
審
判
所
長

に
対
し
て
、
「
審
判
請
求
」
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

零
判
請
求
が
出
さ
れ
ま
す
と
、
国
税

不
服
審
判
所
で
は
三
人
以
上
の
国
税
審

判
官
の
合
議
に
よ
っ
て
、
納
税
者
と
税

務
署
長
の
ど
ち
ら
の
主
張
が
正
し
い
か

慎
重
に
審
理
し
て
議
決
し
ま
す
。

こ
の
議
決
に
基
づ
い
て
、
国
税
不
服

審
判
所
長
が
裁
決
を
し
、
そ
の
結
果
を

納
税
者
と
税
務
署
長
の
双
方
に
通
知
し

ま
す
。

国
税
不
服
審
判
所
長
の
裁
決
を
経
た

後
に
、
な
お
不
服
が
あ
る
と
き
や
審
査

請
求
を
し
た
日
の
翌
日
か
ら
三
ケ
月
以

内
に
裁
決
の
通
知
が
な
い
と
き
は
、
さ

ら
に
裁
判
所
に
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

←ク

へ～ 肥料名 施肥量 _－＄－－■､■-＄も－－ 肥料名 施肥料

早奪時
例ｌ

例２

例３

採草４．号

採草３号
Ａ。．プ
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６０ 

５０～6０ 
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4０ 
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■ 

戸
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ＩｌＨ.セ
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鈩凸

計
画
案
他
提
出
議
案
全
て
が
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
応
答
の
中
で
、
組
合
員
は
努
力

し
て
牛
乳
の
生
産
を
延
ば
し
経
営
を
守

っ
て
い
る
、
こ
の
様
な
情
勢
下
で
牛
乳

が
延
び
生
産
資
材
の
取
り
扱
い
が
増
え

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
農
協
は
事
業

計
画
で
手
数
料
を
下
げ
る
具
体
案
を
示

す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
農
政
の
犠
造
的

仕
組
の
中
で
努
力
し
て
も
、
む
く
わ
れ

中
標
津
町
農
協
第
四
十
五
回
通
常
総
会
が
、
去
る
五
月
二
日
寿
宴
に
お
い
て
、

正
組
合
員
一
一
六
八
人
（
本
人
出
席
二
○
一
人
、
代
理
人
六
七
人
）
出
席
の
も
と
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
開
陽
の
高
橋
勝
義
さ
ん
ず
苦
労
し
て
い
る
。
農
政
活
動
で
ど
の

が
推
薦
で
選
任
さ
れ
、
平
成
二
年
度
事
様
に
対
処
す
る
の
か
、
計
画
で
ふ
れ
て

業
報
告
の
承
認
と
、
平
成
四
年
度
事
業
ほ
し
い
。

Ｐ閃

” 
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グ
、

農
業
振
興
計
画
樹
立
に
あ
た
っ
て
は
、

経
営
の
大
型
化
ば
か
り
で
な
く
、
農
家

個
々
が
ゆ
と
り
あ
る
生
活
が
出
米
る
、

別
の
経
営
努
力
す
る
道
を
具
体
的
に
示

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
委
員
の
構
成
に

つ
い
て
は
、
生
産
者
の
代
表
だ
け
で
な

く
、
学
識
経
験
者
な
ど
を
加
え
て
考
え

第
二
１
回
中
標
津
町
農
協
酪
農
対

策
協
議
会
総
会
が
四
月
二
十
近
日
、

農
協
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
児
玉
会
長
よ
り
最

近
の
農
業
情
勢
、
運
動
の
経
過
、
平

成
囚
年
度
の
事
業
方
針
に
つ
い
て
挨

拶
が
あ
り
、
乾
洋
氏
が
議
長
に
推
薦

さ
れ
、
提
州
さ
れ
た
議
案
全
件
が
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
の

中
で
、
加
工
原
料
乳
保
証
価
格
は
内

外
格
差
縮
小
な
ど
の
観
点
に
偏
る
こ

と
な
く
、
来
年
度
の
酪
農
畜
産
政
策
、

価
格
対
策
要
求
に
あ
た
っ
て
は
早
期

に
要
求
運
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
厳
し
い
環
境
下
に
あ
る
経
営
に

対
し
、
生
産
資
材
な
ど
の
値
下
げ
に

安
全
で
良
質
な
生
産
物
の
提
供
を

農
業
団
体
は
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い

な
ど
意
見
が
出
さ
れ
た
。

平
成
四
年
度
上
乳
の
計
画
生
産
に
つ

[ii鵠対策１１１ 協議会iii常総合
ｒ可

Ⅲ
附
塁
割
参
長 二i:iil篝

児･王胃蓋上息挨柊

い
て
は
、
第
二
期
生
乳
安
定
生
産
対
策

の
二
年
月
に
当
た
り
、
目
標
で
あ
る
「
基

礎
数
量
×
一
○
三
％
」
を
基
本
と
し
、
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
分
に
つ
い
て
は
意
向
調

査
に
基
づ
き
、
全
道
酪
対
の
考
え
方
に

従
っ
て
取
り
組
む
、
ま
た
農
畜
産
物
の

国
際
化
の
中
で
、
基
本
乳
価
の
引
き
ｆ

げ
が
難
し
い
状
況
の
巾
、
需
要
の
よ
り

一
層
の
増
大
が
望
ま
れ
る
が
、
消
費
拡

大
運
動
、
消
費
者
と
の
交
流
を
積
極
的

に
継
続
し
、
安
全
で
良
衝
な
生
産
物
の

提
供
を
し
て
い
く
た
め
の
事
業
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

〔
活
動
目
標
〕

｜
、
酪
農
基
本
政
策
の
確
立

Ⅲ
政
策
要
求

②
輸
入
抑
制
お
よ
び
自
由
化
阻
止
対

策

る
べ
き
で
あ
る
な
ど
、
そ
の
他
、
人
工

授
精
の
正
月
二
が
Ｒ
休
み
の
対
応
、
個

個
の
経
営
を
活
か
す
営
農
指
導
に
つ
い

て
な
ど
激
動
す
る
農
業
情
勢
を
乗
り
減

え
る
た
め
の
厳
し
い
ご
意
見
、
ご
要
望

が
組
合
員
の
方
々
か
ら
数
多
く
洲
さ
れ

ま
し
た
。

第
、
回
農
協
酷
対
通
常
総
会

d鈩画、

こ
れ
ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望
と
、
壷

業
計
画
に
も
り
こ
ま
れ
て
い
る
重
点
事

項
の
四
項
目
に
つ
い
て
、
児
玉
組
合
長

か
ら
早
急
に
理
事
会
に
図
り
、
検
討
具

体
化
し
て
対
処
す
る
と
の
力
強
い
答
弁

が
な
さ
れ
、
午
後
一
時
四
十
分
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

倒
還
業
金
融
対
策

二
、
酪
農
畜
産
物
価
格
対
策
の
推
進

⑪
保
証
乳
価
格
の
要
求
連
動
、
限

度
枠
の
拡
大

②
肉
用
牛
、
乳
用
種
食
肉
価
格
の

要
求
運
動

三
、
酪
腱
経
済
改
善
対
策
の
推
進

Ｕ
生
産
コ
ス
ト
の
低
減

②
乳
質
、
乳
成
分
の
改
善
向
上

③
生
乳
生
産
の
環
境
整
備

四
、
牛
乳
、
牛
肉
消
費
拡
大
対
策
の

推
進獺

鬮

色一西

▼ 

顛硝
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案
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審
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い
き
れ
い
一
と
ま
ず
掃
除
を
は
じ
め
主

■
鞠
Ｆ

邑
鑓

膳
錦

鑿
同一

る
」
と
、
仕
事
に
対
す
る
意
気
込
み

に
は
頚
が
下
が
り
ま
す
。

ま
た
、
お
風
呂
で
は
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
背
中
を
流
す
の
も
彩
香
ち
ゃ
ん

の
お
役
目
。
「
だ
め
よ
、
ち
ゃ
ん
と
し

て
て
。
｜
、
二
、
三
っ
て
数
え
て
上
が

る
の
よ
」
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
頭
が

上
が
ら
な
い
。
一
人
で
着
替
え
も
で

き
る
お
り
こ
う
さ
ん
の
彩
香
ち
ゃ
ん

は
、
今
月
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
り
ま
す
。

き
っ
と
し
っ
か
り
者
の
お
姉
ち
ゃ
ん

に
．
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
ね
。

‘ 巳

ま



俣
落
酪
農
同
志
会
で
は
、
去
る
四
月
三
日
、
四
日
と
一
泊
で
、
視
察

研
修
を
行
な
い
ま
し
た
。
視
察
地
は
十
勝
管
内
五
件
の
酪
農
家
で
、

参
加
会
員
十
一
人
、
関
係
機
関
三
人
の
計
十
六
人
で
楽
し
く
研
修
し

て
参
り
ま
し
た
。

各
支
部

同
志
会

各
支
部
同
志
会
視
察
研
修
報
告

餌用

廃校の廃材を利用した手作り給飼堀脚縦 色
鋤コス

ポイントを学ぶ

研
修
視
察
の
目
的
は
、
育
成
牛
管
理
・

施
設
の
有
効
利
用
・
最
新
施
設
な
ど
を

研
修
す
る
こ
と
で
す
。

第
一
日
日
は
帯
広
市
川
酉
の
野
原
幸

補
牧
場
．
平
成
三
年
出
荷
乳
量
四
百
ｔ
、

牛
群
平
均
体
格
得
点
八
十
二
・
八
点
、

う
ち
エ
ク
セ
レ
ン
ト
三
頭
、
ま
た
、
Ｅ
・

Ｔ
を
早
く
か
ら
導
入
し
、
現
在
も
廠
ん

に
行
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
特
徴
は
、

こ
れ
だ
け
の
牛
群
を
作
る
育
成
管
理
が

優
れ
て
い
て
、
初
産
分
娩
時
月
齢
二
十

四
ケ
月
と
早
い
、
し
か
し
畜
主
は
、
も

う
一
ケ
月
縮
め
た
い
と
の
事
で
し
た
。

育
成
牛
の
管
理
は
、
常
に
乾
い
た
場
所

で
、
（
特
に
つ
め
）
六
ヶ
月
ま
で
高
蛋
白

の
飼
料
で
管
理
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
と

の
事
で
し
た
。

次
に
十
勝
家
畜
人
工
授
精
所
で
、
吉

川
社
長
に
今
年
期
待
の
種
雄
牛
を
紹
介

し
て
頂
き
、
ま
た
、
社
長
の
元
で
実
習 l1iilUlllm1liiiliillIlImT11IIlillnil1MIili1iiillill1lii 

Fi蓮痙綜の簡易バンガーサイ回

し
、
独
立
し
て
五
年
ｎ
の
佐
川
毅
史
牧

場
に
て
、
Ｔ
ｌ
二
六
の
娘
牛
を
見
学
し

一
日
目
②
研
修
を
終
え
、
楽
し
い
帯
広

の
夜
の
研
修
へ
と
移
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
〈
前
夜
の
余
韻
を
引
き
づ

り
な
が
ら
鹿
追
の
中
原
繁
実
牧
場
を
視

察
、
概
要
は
出
荷
乳
量
八
五
十
ｔ
、
１

頭
ダ
ブ
ル
の
ラ
イ
ト
ア
ン
グ
ル
パ
ー
ラ

ー
・
ス
ト
ー
ル
牛
舎
は
一
○
二
頭
ス
ト

ー
ル
で
、
建
築
費
八
百
万
円
と
古
い
施

設
を
改
造
し
、
ま
た
、
廃
校
の
木
材
を

利
用
し
低
コ
ス
ト
で
作
り
上
げ
て
い
た
。

こ
こ
で
も
育
成
十
に
は
六
ヶ
月
ま
で
ル

ー
サ
ン
ヘ
イ
を
放
食
さ
せ
て
、
育
成
牛

へ
の
蛋
白
給
与
を
重
視
し
て
い
ま
し
た
。

次
に
士
幌
町
の
鈴
木
洋
｝
牧
場
に
、

卜
年
計
画
で
つ
く
り
上
げ
た
フ
リ
ス
ト

ー
ル
牛
舎
を
視
察
し
、
鈴
木
氏
の
施
設

投
資
に
対
す
る
考
え
方
と
、
今
後
の
酪

農
経
営
に
対
す
る
考
え
方
を
話
し
て
頂

き
ま
し
た
。
以
上
、
二
日
間
に
わ
た
り

十
勝
へ
酪
農
を
視
察
研
修
し
た
わ
け
で

す
が
、
施
設
な
ど
に
対
す
る
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
畜
主
が
毎
日

手
・
芒
下
せ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
し
て
、

育
成
牛
の
管
理
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
の
視
察
研
修
に
際
し

ま
し
て
、
農
協
は
も
と
よ
り
た
く
さ
ん

の
関
係
機
関
の
ご
協
力
に
よ
り
、
所
期

の
目
的
を
達
成
出
来
ま
し
た
事
に
深
く

夕
お
礼
申
し
上
げ
ま
・
す
。



当
幌
乳
牛
改
良
同
志
会
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ー
ク
ル
合
同
で
四
月
十
三
、
十
四
日

と
十
勝
方
面
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。
支
部
十
一
人
、
ホ
ク
レ
ン
一
人
、
普
及
所

一
人
、
農
協
二
人
。

今
回
の
視
察
で
十
勝
方
面
は
三
回
目
法
人
化
農
場
、
リ
ゾ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
左

と
な
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
視
察
計
画
を
立
て
、
十
勝
家
畜
人

齊榴》》報》》罐岼靜》峠秒冊碓、吋埣昴酎辮辨》鑛奔唯雄擁霜針融鰄
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各
支
部
同
志
会
視
察
研
修
報
告

〆承

Ｔ
ｌ
二
１
｛
へ
ま
た
Ｔ
ｌ
九
○
七
経
済

効
果
プ
ラ
ス
六
六
、
六
○
｜
、
今
回
新
し

く
成
績
が
公
表
さ
れ
、
授
精
所
舩
１
の

種
雄
牛
と
な
っ
た
。
特
に
肢
蹄
と
乳
器

の
改
良
度
が
商
く
、
欠
点
の
少
な
い
牛

で
あ
る
。
ま
た
、
Ｔ
ｌ
’
６
月
に
－
１

二
回
の
採
精
と
の
事
で
し
た
。

二
件
目
、
中
島
機
械
セ
ン
タ
ー
で
は
、

専
任
の
オ
ペ
レ
１
タ
１
が
い
て
、
サ
ィ

レ
ー
ジ
の
収
穫
、
ス
ラ
リ
ー
、
堆
肥
な
ど

で
時
期
に
よ
り
多
少
の
差
は
あ
る
が
、

長
年
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
ト
ラ
ブ
ル

は
な
い
様
で
あ
る
。
「
中
標
津
に
も
こ
の

よ
う
な
機
械
セ
ン
タ
ー
が
あ
れ
ば
サ
イ

レ
ー
ジ
の
収
穫
を
し
て
も
ら
え
る
の
に

な
あ
～
」
。

十
一
一
｜
ｕ
最
後
に
共
成
レ
ン
テ
ム
を
視

察
。
農
機
具
を
リ
ー
ス
、
レ
ン
タ
ル
な

ど
行
な
っ
て
お
り
、
農
協
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
経
費
の
か
か
ら
な
い
経
営
が
で

鍵

人
工
授
精
所
で
は
、
Ｔ
ｌ
｜
、
Ｔ
Ｉ
荷
、

閂
ご
席
串

縁踊

笹
川
一
二
愛
鴎
場
は
六
戸
此
〈
同
の
法
人

化
農
場
で
、
昨
年
卜
｜
月
に
完
成
、
搾

乳
牛
二
五
○
頭
、
乾
乳
他
を
合
わ
せ
る

と
八
○
○
頭
、
総
面
積
一
八
七
ｍ
、
総

事
業
費
三
億
と
の
事
で
、
今
年
は
一
一
一
、

○
○
○
↑
以
上
の
生
産
を
目
標
に
し
て

い
る
．
視
察
し
た
部
員
は
、
あ
ま
り
の

人
き
き
に
〃
あ
然
“
と
し
た
．

今
回
の
視
察
で
、
機
械
利
用
集
団
、

ま
た
、
レ
ン
タ
ル
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
酪

農
地
帯
の
中
標
津
で
も
、
一
歩
一
歩
前

進
し
て
行
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

な
ど
も
手
掛
け
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

二
社
と
も
町
や
地
域
の
人
達
と
の
．
コ

ミ
ニ
ィ
｜
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る
為
、

色
々
な
集
ま
り
を
持
っ
て
い
る
。
中
標

津
で
も
廃
校
に
な
っ
て
行
く
学
校
を
、

こ
の
よ
う
な
利
用
の
仕
方
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
？
。

迎
え
る
。
祇
界
各
地
、
中
標
津
の
公
園

に
も
モ
ァ
コ
ン
が
来
て
ま
す
）
。

十
四
ｕ
、
音
更
町
リ
ゾ
ー
ト
オ
フ
ィ

ｊ
『
ん
ね
る

ス
（
」
は
、
鎮
錬
万
年
地
区
、
鎮
錬
少
学

校
廃
校
跡
に
來
爪
か
ら
来
た
建
築
設
計

グ
ル
ー
プ
ニ
社
が
移
住
し
て
、
｜
年
を

き
る
の
で
は
？
。
十
勝
管
内
運
搬
料
十

一
ｔ
、
九
、
○
○
○
円
、
四
ｔ
、
行
、
○
○

○
円
。
申
し
込
み
の
電
話
時
に
担
当
者

が
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
（
昨
年
別
海

グジ



去
る
四
月
一
日
、
第
二
俣
落
支
部
で
は
別
海
一
一
戸
、
中
春
別
一
戸
の
酪
農
家
を
視

察
し
て
来
ま
し
た
の
で
、
戸
々
の
内
容
を
説
明
し
ま
す
。

で
き
る

す
ぐ
に

各
支
部
同
志
会
視
察
研
修
報
告 雛

の、
が園

誉
に
〃

灘

乳
検
個
体
平
均
乳
最
．
○
、
一
○
○
句
、

Ｆ
％
三
・
八
九
％
、
Ｆ
Ｎ
Ｓ
％
八
・
六
％
、

一
派
ｎ
で
七
、
○
○
○
均
台
、
二
種
目
以

降
几
、
○
○
○
吻
以
ｆ
と
な
る
．
凰
ら
原

点
に
帰
り
、
健
康
な
牧
草
中
心
の
飼
養

管
理
を
行
な
っ
て
行
き
た
い
と
の
事
。

松
井
牧
場
総
土
地
面
積
一
二
阿
埠

昨
年
出
荷
乳
量
六
二
十
ｔ
、
経
雄
牛
七

卜
四
頭
、
乳
検
個
体
平
均
一
○
、
○
而

○
噂
、
Ｆ
％
三
・
八
％
、
Ｔ
Ｎ
Ｓ
％
八
・

八
％
、
三
年
前
六
、
’
○
○
万
円
で
離

農
跡
地
を
購
入
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
飼

い
、
搾
乳
の
み
つ
な
ぎ
で
搾
っ
て
い
た
”

サ
イ
レ
ー
ジ
は
ス
チ
ー
ル
サ
ィ
ロ
は
使

わ
ず
、
簡
易
．
ハ
ン
ガ
ー
に
入
れ
、
昨
年

は
業
者
に
た
の
み
一
一
一
日
で
一
、
二
○
○

ｌ
を
終
わ
ら
し
た
が
、
水
分
調
整
が
出

き
て
い
な
か
っ
た
。
精
液
は
全
頭
輸
入

精
液
を
使
用
。

金
子
牧
場
中
春
別
美
原
に
位
置
す
る

こ
こ
金
子
牧
場
は
、
採
草
地
面
積
八
十

地
経
産
牛
』
ハ
ト
頭
、
乳
検
個
体
平
均

乳
量
九
、
二
○
○
吋
、
Ｅ
％
囚
％
、
Ｆ

Ｎ
Ｓ
三
・
六
％
。
こ
こ
は
昨
年
一
一
一
、
○

森
高
牧
場
別
海
巾
西

別
に
あ
る
森
高
牧
場
は
．

採
草
地
二
ｔ
｜
岨
、
放

牧
地
二
十
噸
、
平
均
経

龍
十
四
ト
ー
・
止
頭
、

疫司

」
し
○
万
円
を
か
け
て
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー

ル
、
パ
ー
ラ
ー
、
え
さ
調
整
室
、
パ
ン

カ
１
な
ど
を
造
り
デ
ー
リ
ー
マ
ン
誌
な

ど
で
お
な
じ
み
の
農
家
。
現
在
ミ
キ
シ

ン
グ
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
や

め
て
放
牧
主
体
で
行
な
う
そ
う
で
す
。

ま
た
季
節
分
娩
を
卜
｜
月
～
十
二
月
に

し
、
十
Ⅱ
乾
乳
時
は
放
牧
で
休
む
体
制

に
す
る
。
仔
牛
育
成
牛
は
隣
の
肉
牛
農

家
に
預
託
し
て
い
た
。

今
回
の
視
察
は
一
一
一
戸
と
も
個
体
乳
量

几
、
○
○
○
噂
以
上
で
粗
飼
料
も
上
質

で
あ
っ
た
．
参
加
し
た
会
員
は
、
み
な

何
か
良
い
所
を
一
つ
盗
ん
で
帰
宅
し
た

で
あ
ろ
う
。

－１ 
記
上

; 
霞

⑤ 

ｋ;f臥
岳.

ダダ



なショウ

｜
月
の
定
期
総
会
で
新
た
に
選
出
さ
れ
た
篠
永
会
長
は
、
晴

天
の
中
、
数
え
る
事
第
一
一
一
十
二
回
の
歴
史
あ
る
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ

ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
を
関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り
、
管
内
ト
ッ
プ

シ
ョ
ウ
と
し
て
、
四
月
二
十
六
日
ホ
ク
レ
ン
家
畜
市
場
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

函露鬮
＿-－ 

す
る
姿
が
目
を
引
き
ま
し
た
。

今
年
の
シ
ョ
ウ
を
占
う
意
味
で
も
意
義

あ
る
こ
の
シ
ョ
ウ
は
、
前
夜
よ
り
準
備
に

余
念
が
な
く
、
夜
中
ま
で
め
ぼ
し
い
牛
を

気
に
し
な
が
ら
、
明
日
に
か
け
る
期
待
を

胸
に
秘
め
、
時
間
を
忘
れ
手
入
れ
に
熱
中

議
会
々
長
に
再
選
さ
れ
、
ま
た
、
府
県
、
全

道
各
地
で
審
査
の
実
績
を
持
ち
、
全
道
で

シ
ョ
ウ
に
於

よ
■ 

四
月
に
根
室
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
協

い
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
山

こ
の
シ
ョ
ウ
開
催
に
よ

牛
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と

に
、
よ
り
安
定
経
営
の

か
ら
も
有
意
義
な
一
日

・
会
場
に
デ
ー
リ
ィ
ク

を
添
え
た
の
は
土
井
上
美

､ イ
ハ
イ
キ

ジ
ェ
ー
エ

舟
橋
信

ジ
ユ
ニ
ア
チ

ハ
ピ
ー
イ
ー

ヤ
モ
ン
ド

福
村

は
次
の
通
り
で
す
。

－屯ン
ド
チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン

別
酩
農
家

］
協
力
感
謝
致
し
ま
す
。

酪
農
状
勢
の
不
安
定
要

髄サスヤー ノ

ン
ピ
オ
ン

ト
ダ
イ

エ
コ ス｝

よ
っ
て
進

番
査

有＝イの

｜
巴

部Ｉ等 品者号fｚ 
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囚
月
十
五
日
、
農
協
酪
対
畜
牛
品
評

会
代
表
者
打
ち
合
わ
せ
会
議
に
お
い
て

地
区
品
評
会
及
び
中
標
津
町
農
協
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
共
進
会
の
日
程
が
決
ま
り
ま

し
た
。

第
四
十
三
回
俣
落
地
区
畜
牛
品
評
会

開
催
日
五
月
二
十
六
日
㈹
午
前
十
時

地
区
の
品
評
会
の

乳牛の見方､リードマンの心得学ぶ

曰
程
決
ま
る

開
催
場
所
俣
落
品
評
会
々
場

第
二
十
五
回
第
二
俣
落
地
区
畜
牛
品
評
会

開
催
日
五
月
二
十
日
⑪
午
前
卜
時

開
催
場
所
第
二
俣
落
品
評
会
々
場

第
一
一
十
三
回
俵
橋
地
区
畜
牛
品
評
会

開
催
日
五
月
二
十
日
㈹
午
前
十
時

開
催
場
所
俵
橋
品
評
会
々
場

＆
Ｗ
シ
ョ
ー
見
学
、
乳
牛
の
見
方
及
び

ジ
ャ
ッ
ジ
ン
ク
コ
ン
テ
ス
ト
、
リ
ー
ド

マ
ン
の
心
得
、
北
海
道
家
畜
改
良
事
業

団
見
学
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
．

乳
牛
の
見
方
及
び
ジ
ャ
ッ
ジ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
、
リ
ー
ド
マ
ン
の
心
得
で
は
、

Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ー
の
審
査
員
・
山
田
光
男

氏
に
講
師
に
．
な
っ
て
も
ら
い
、
生
後
九

ヶ
月
か
ら
十
二
ヶ
月
の
乳
牛
四
頭
を
用

去
る
四
月
二
十
六
Ｒ
日
曜
日
、
ホ
ク

レ
ン
家
畜
市
場
に
於
い
て
、
第
六
回
ス

ロフ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が
開
催
き
れ
ま
し
た
．

ス
ク
ー
ル
は
●
中
標
瀧
乳
牛
改
良
同
志
会

の
協
力
を
得
、
第
一
一
一
十
二
回
Ｂ
＆
Ｗ
シ

ョ
ー
と
同
時
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
会
貰
は
二
十
一
八
人
、
内
容
は
Ｂ

第
六
回
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
プ
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

瓜=完

I 

第
一
一
十
三
回
当
幌
地
区
畜
牛
品
評
会

開
催
日
Ｌ
月
二
十
一
日
⑪
午
前
十
時

開
催
場
所
当
幌
品
評
会
々
場

第
二
十
三
回
中
標
津
地
区
畜
牛
品
評
会

開
催
日
汽
月
三
十
一
日
㈹
午
前
十
時

開
催
場
所
ホ
ク
レ
ン
根
室
地
区
家
畜
市
場

第
四
十
回
開
陽
地
区
畜
牛
品
評
会

開
催
Ⅱ
六
月
一
円
㈲
午
前
１
時

開
催
場
所
開
陽
品
評
会
々
場

こ
の
中
に
は
、
酪
農
家
で
な
い
会
員
も

牛
を
引
き
、
初
め
て
の
体
験
に
感
動
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
後
、
Ｈ
Ｌ
Ｉ
Ａ
遺

束
事
業
所
に
於
い
て
、
種
雄
牛
の
採
精

か
ら
人
工
授
精
ま
で
学
習
し
ま
し
た

特
に
、
精
液
の
ア
ン
プ
ル
の
保
存
に
用

い
る
液
体
室
素
に
よ
る
実
験
と
、
顕
微

鏡
に
よ
る
精
液
の
観
察
に
は
会
員
皆
、

感
動
し
て
い
ま
し
た
。

い
て
乳
牛
の
各
部
位
の
名
称
、
機
能
、

ま
た
将
来
性
な
ど
に
つ
い
て
講
習
し
て

Ⅲ
き
、
そ
の
後
ジ
ャ
ッ
ジ
ン
グ
を
行
な

い
ま
し
た
。
ま
た
リ
１
ド
マ
ン
の
心
得

と
一
一
一
一
四
う
事
で
、
実
際
に
供
し
た
四
頭
を

用
い
、
高
学
年
の
会
員
四
人
が
牛
を
引

き
マ
ナ
ー
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
侭

ＺＦ印、

第
二
十
｜
｜
｜
回
武
佐
地
区
畜
牛
品
評
会

開
催
Ⅱ
六
月
一
日
側
午
前
十
時

開
催
場
所
武
佐
品
評
会
々
場

第
一
一
十
一
一
一
回
中
標
津
町
農
協
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
・
第
四
回
種
馬
共
進
会

開
催
ｕ
六
月
十
一
日
嗣
午
前
九
時
十

五
分
開
会
式

開
催
場
所
ホ
ク
レ
ン
根
室
地
区
家
畜

市
場

〈
ジ
ャ
ッ
ジ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
〉

｜
部
一
位
・
林
直
樹
、
二
位
・
斉
藤
亜
芙
、

二
位
・
佐
々
木
恵
、
四
位
・
遠
藤
樹
里
、
帝

位
ュ
青
山
智
和
、
八
位
・
舟
Ⅲ
和
也
、
七
位

松
木
昌
志
、
一
八
位
・
弾
正
原
な
つ
み
、
九

位
・
桜
井
美
津
子
・
十
位
・
藤
原
雅
代

二
部
一
位
・
青
山
智
和
、
二
位
・
斉
藤
亜

美
、
三
位
・
金
子
雄
司
、
佐
々
木
尚
洋
、
丘

位
・
小
山
哲
乎
、
遠
藤
洋
志
、
太
田
拓
也
、

林
直
樹
、
菅
原
健
「
十
位
・
斉
藤
希
、
旗

えダ



緯、

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て

第
二
号
平
成
四
年
度
事
業
計
両
並
び

に
収
支
予
算
の
設
定
に
つ
い
て

第
三
号
会
費
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て

第
四
号
規
約
の
追
加
設
定
に
つ
い
て

Ｈ
出
張
に
お
け
る
助
成

口
Ⅲ
十
歳
表
彰
制

第
五
号
農
畜
産
物
市
場
開
放
阻
止
に

関
す
る
特
別
決
議

平
成
四
年
度
事
業
実
施
に
あ
た
り
、

事
業
を
行
な
う
上
で
の
目
的
と
、
部
員

と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
相
互
理
解
と
脇

Ｐ 

力
の
も
と
、
事
業
を
展
開
し
て
い
く
事

を
確
認
し
、
総
会
が
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
農
協
屋
上
に
お
い
て

部
員
の
親
睦
、
交
流
を
深
め
る
事
を
目

的
に
焼
肉
パ
１
テ
ィ
ー
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

〈
平
成
川
年
度
役
員
〉

部
長
金
子
安
一
（
俵
橋
）

副
部
長
笠
原
康
博
（
俣
落
）

〃
房
川
善
洋
（
第
一
一
俣
落
）

会
計
山
下
真
二
（
俵
橋
）

盤
事
萩
原
秀
雄
（
第
二
俣
落
）

〃
田
中
世
一
（
武
佐
）

幹
事
真
鴨
洋
一
（
俵
橋
）

〃
武
田
健
治
（
中
標
津
）

〃
竹
村
聡
（
当
幌
）

〃
山
崎
幸
雄
（
俣
落
）

〃
斉
藤
和
宏
（
開
陽
）

支
部
長
菊
池
仁
（
当
幌
）

〃
岡
部
達
也
（
中
標
津
）

〃
西
山
宏
（
俵
橋
）

大
内
勝
利
（
武
佐
）

〃〃
後
藤
田
宏
幸
（
開
陽
）

〃
山
石
井
淳
一
（
俣
落
）

〃
佐
藤
康
彦
（
第
一
一
俣
落
）

畑
作
部
会
長
高
橋
敏
行
（
中
標
津
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
縫
営
研
究
部
会
長

佐
藤
敏
（
中
標
津
）

願
問
西
崎
敬
造
（
俵
僑
）

グ夢
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’
第
三
十
九
回
農
協
鰯
あ
り
た
い
と
開
会
鍵
拶
後
来
賓
の
万

人
部
通
常
総
会
が
、
四
Ⅱ
三
日
、
農
協
方
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
続
い

大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
て
俵
橋
高
台
の
酒
井
拓
孑
さ
ん
を
議
長

ま
ず
笠
原
部
長
か
ら
、
国
内
外
共
に
選
出
し
、
議
案
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

に
厳
し
い
時
、
正
組
合
員
の
補
佐
に
新
年
度
は
、
｜
｜
Ｐ
｜
坪
花
壊
と
し
て

止
ま
ら
ず
、
組
合
運
営
に
対
し
て
も
コ
ス
モ
ス
の
花
い
っ
ぱ
い
連
動
を
実
施

歩。

冊

Ｅ可

； 

を
実
施
し
ま
し
た
。

全
件
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
．

第
二
号
会
費
の
賦
課
徴
収
方
法
に
つ

第
二
号
平
成
四
年
度
事
業
計
両
並
び

第
一
号
平
成
一
一
一
年
度
事
業
報
告
並
び

化
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
し
よ
う
な
Ｐ

に
収
文
子
算
に
つ
い
て

し
、
心
豊
か
な
生
活
と
農
村
の
環
境
美

に
収
支
決
算
に
つ
い
て

つ
た
品
物
に
そ
れ
ぞ
れ
値
段
を
付
け
．

の
活
動
方
針
が
打
ち
川
き
れ
ま
し
た
．

〈
議
案
〉

しう

て

心
豊
か
な
農
村
生
活
を
め
ざ
そ
う

ま
た
、
総
会
終
了
後
、
不
川
品
バ
ザ
ー

「
ｈ
▲ 呼
び
掛
け
て
集
ま

匠刃

品
バ
ザ
ー
で
し
た
が
、
鴨
会
に
終
了
致

し
ま
し
た
。
役
員
を
中
心
に
、
今
後
寵

に
ア
イ
デ
ア
を
結
集
し
、
婦
人
部
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

〈
平
成
四
年
度
役
員
〉

部
長
横
田
純
子
（
第
一
俣
落
）

副
部
長
長
正
路
八
世
栄
（
当
幌
）

”
中
司
俊
枝
（
武
佐
）

会
計
日
下
恵
美
子
（
俵
僑
）

膣
事
上
原
輝
子
（
武
佐
）

〃
保
科
妙
（
俣
落
）

約
二
○
○
点
の
衣
類
が
会
場
に
並
び
ま

し
た
。
会
場
は
、
し
っ
か
り
品
定
め
す

る
方
、
川
の
よ
う
に
品
物
を
手
に
す
る

方
と
そ
れ
ぞ
れ
、
初
め
て
試
み
た
不
用

U 

■ 
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農
協
の
就
業
時
間
が
五
月
一
日
か
ら

十
月
三
十
一
日
ま
で
、
次
の
よ
う
に
変

わ
り
ま
す
。

事
務
所
～
平
日
は
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
。
土
曜
日
は
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
。

経済性を追求する

５
月
１
日
か
ら
農
協
の
就
業
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た

バーンミーティング

ｼﾍﾟﾂｼﾞｿｸﾞ成績は年や/，;Zを

iL虜

貯
金
・
組
勘
窓
口
の
営
業
時
間

〈
貯
金
〉
平
ｕ
は
午
前
九
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で
。

〈
組
勘
〉
平
日
は
午
前
一
八
時
一
一
一
十
一
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
．

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
日
勤
受
入
・
支
払
機
）

炉目

平
日
は
午
前
一
八
時
四
十
逼
分
か
ら
午
後

六
時
ま
で
、
ｔ
曜
Ｒ
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
一
時
ま
で
通
常
通
り
営
業
。

ス
ト
ア
～
午
前
几
時
二
十
分
開
店
、
午

後
六
時
三
十
分
閉
店
。
（
祭
日
も
営
業
）

農
協
前
給
油
所
Ｉ
午
前
八
時
三
卜
分
か

ら
午
後
六
時
三
十
分
ま
で
営
業
。

桜
ケ
丘
給
油
所
～
午
前
八
時
か
ら
午
後

各
支
部
、
会
貰
に
定
着
し
、
審
査
技
術

の
修
得
の
場
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
乳
牛
審
査
講
習
会
が
、
中
標
津
支

部
の
担
当
で
ホ
ク
レ
ン
家
畜
市
場
に
於
い

て
、
四
月
二
十
一
日
若
ｆ
肌
寒
い
ｕ
で

あ
っ
た
が
、
同
志
会
員
、
関
係
者
約
八

十
人
の
参
加
を
得
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
脊
講
師
に
は
、
六
一
．
年
、
六
一
一
．
年
と

乳
脂
量
で
日
本
記
録
の
乳
牛
を
育
て
た

橋
本
幸
二
氏
（
上
春
別
酪
良
家
）
を
迎
え

そ
の
序
列
決
定
講
評
は
、
自
ら
豊
富
な

経
験
と
実
績
を
基
に
異
体
的
に
且
つ
、

戸

的確に序列を決定する橋本氏

七
時
三
十
分
ま
で
通
常
通
り
営
業
（
祭

日
も
営
業
）

資
材
店
舗
～
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
流
時
ま
で
営
業
。

人
エ
授
精
の
受
付
時
間
Ｉ
平
日
は
午
後

二
時
ま
で
。
土
曜
日
、
Ⅱ
曜
日
、
祝
祭

日
は
午
前
十
一
時
ま
で
。

的
確
で
参
加
者
を
魅
了
さ
せ
ま
し
た
。

昼
食
後
の
時
間
を
利
用
し
、
講
師
の

橋
本
氏
に
よ
る
「
高
泌
乳
牛
の
管
理
」

の
内
容
で
約
三
１
分
に
よ
る
講
演
内
容

は
、
脱
サ
ラ
で
現
在
に
至
る
ま
で
、
乳

牛
改
良
に
取
り
組
み
、
将
来
の
夢
な
ど

を
交
え
、
そ
の
話
術
は
会
場
の
人
達
を

引
き
つ
け
ま
し
た
。
毎
回
各
支
部
担
当

の
婦
人
達
に
よ
る
手
料
理
は
楽
し
み
の

一
つ
で
、
寒
い
日
の
暖
い
鍋
料
理
で
体

の
冷
え
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

毎
回
審
査
講
習
会
参
加
者
に
よ
る
ジ

ャ
ッ
ジ
ン
グ
の
成
績
は
、
年
々
尚
得
点

の
人
が
多
く
な
り
、
講
習
会
の
実
績
と

成
果
が
表
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

採
点
の
結
果
、
上
位
者
は
次
の
方
。

’
二
○
点
満
点

一
位
、
竹
村
聡
一
二
点

二
位
、
工
藤
賢
司
、
横
田
千
秋
、
福

嶋
信
博
、
山
田
昇
一
○
八
点

グZア



開
催
月
日
四
月
十
六
日

開
催
場
所
農
協
中
会
議
室

〈
議
案
〉

｜
、
第
四
十
五
回
通
常
総
会
開
催
日
程

と
提
出
議
案
に
つ
い
て

二
、
組
合
員
の
出
資
金
滅
Ⅱ
に
つ
い
て

一
一
一
、
平
成
四
年
度
各
制
度
資
金
の
借
入

巾
し
込
み
に
つ
い
て

以
上
審
議
さ
れ
決
ま
り
ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

『
総
会
議
案
説
明
懇
談
会
の
日
程
に

つ
い
て

二
、
総
会
前
の
役
貰
協
議
会
開
催
日
時

に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

｜
、
平
成
二
年
度
の
生
乳
生
産
状
況
に

腱
棲
瞳の
躍
饅

つ
い
て

第
二
回
理
事
会

農
協
婦
人
部
主
催
、
仔
牛
の
哺
育
々

成
講
習
会
が
、
去
る
四
月
一
一
十
二
ｕ
、
農

協
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日

清
製
粉
㈱
で
、
二
十
年
間
仔
牛
の
哺
育

育
成
を
専
門
に
研
究
し
て
い
る
と
い
う

』
｜
・
か
０
由
皇
よ
Ｌ

木
附
淑
氏
を
招
き
、
開
催
さ
れ
た
こ
の
譜

匡司

習
会
に
は
、
約
丘
－
人
の
部
員
が
出
席
し

ま
し
た
。
約
一
一
時
間
の
ス
ラ
イ
ド
で
は

『
仔
牛
の
一
般
下
痢
対
策

●
初
乳
の
充
分
な
摂
取

●
環
境
の
整
備
（
消
毒
の
徹
底
・
保
温
）

●
早
期
発
見
と
早
則
治
療

「
、
通
常
の
下
痢
の
場
合
の
処
置

下
痢
の
早
期
発
見
↓
絶
食
（
代
用
乳

の
み
）
経
口
補
液
↓
代
用
乳
再
開
（
除

除
に
増
量
）

や
仔
牛
の
肺
炎
に
つ
い
て
な
ど
、
几
項

ｎ
に
添
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

質
疑
応
騨
で
は

Ｑ
、
仔
牛
に
対
し
て
、
牛
が
飲
み
た
い

だ
け
乳
を
や
る
方
法
で
、
仔
牛
を
順
調

に
育
て
て
い
る
実
例
が
あ
る
の
で
す
が

い
か
が
で
す
か
。

Ａ
、
親
牛
の
初
乳
免
疫
を
百
％
と
し
て

一
日
た
つ
と
Ｌ
○
％
に
減
少
し
、
ま
た
、

仔
牛
の
吸
収
も
五
○
％
に
減
少
し
て
い

く
。
生
ま
れ
た
直
後
二
日
以
内
に
ど
れ

だ
け
初
乳
を
飲
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
し
か
し
、
四
、
五
日

経
っ
た
牛
は
、
第
四
冑
の
容
量
は
二
リ
ッ

ト
ル
ぐ
ら
い
な
の
で
、
飲
み
た
い
だ
け
与

え
る
方
法
は
生
理
的
に
良
く
な
い
だ
ろ
う
（

Ｑ
、
初
乳
が
血
乳
の
場
合
、
仔
牛
に
対

し
て
何
か
影
響
は
あ
る
の
か
。

Ａ
、
気
に
す
る
必
要
は
な
い
。
白
い
牛

原■■

乳
は
牛
の
血
か
ら
つ
く
ら
れ
る
も
の
だ

か
ら
。
し
か
し
、
長
び
く
よ
う
で
あ
れ
ば

餌
の
割
合
や
主
愛
而
、
ル
ー
メ
ン
の
バ
ラ

ン
ス
な
ど
を
重
点
に
考
え
て
い
け
ば
よ
い
．

そ
の
他
、
抗
菌
性
物
質
の
反
応
が
出

て
い
る
牛
の
乳
を
、
仔
牛
に
飲
ま
せ
て

影
響
は
な
い
の
か
、
で
べ
そ
は
血
統
か

な
ど
の
質
問
が
出
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
仔
牛
の
哺
育
々
成
の
中
で

一
番
大
切
な
も
の
は
、
良
い
空
気
と
良

い
乾
草
、
そ
し
て
、
水
。
餌
や
栄
養
を

考
え
る
前
に
基
本
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
仔

牛
の
育
成
に
つ
と
め
て
ほ
し
い
と
最
後

に
結
び
、
講
習
会
は
終
了
致
し
ま
し
た
。

蕊

Ｌ 
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山
菜
は
、
自
然
の
味
と
し
て
特
有
の

ア
ク
や
淡
白
な
味
が
人
気
を
よ
び
、
今

は
乱
獲
さ
れ
、
目
的
の
山
菜
を
得
る
に

も
大
変
に
苦
労
を
し
ま
す
。
さ
ら
に
農

家
の
方
は
山
菜
シ
ー
ズ
ン
が
農
繁
期
で

あ
り
、
遠
く
ま
で
採
り
に
行
く
事
は
人

変
な
事
と
思
い
ま
す
。
｛
般
的
に
は
あ

ま
り
食
べ
ら
れ
て
い
な
い
山
菜
や
野
草

が
、
屋
敷
固
り
や
畑
、
道
端
に
以
外
と

美
味
し
い
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で

紹
介
し
ま
す
。

「
毒
草
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

山
野
章
の
中
に
は
多
く
の
毒
草
が
あ

鱗州禁財』
特
に
血
～
七
Ⅱ
は
、
ギ
ョ

ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
、
ウ
ド
、

タ
ラ
ノ
メ
、
ワ
ラ
ビ
な
ど
股
も

豊
富
な
季
節
で
す
。

蟇
ら
１
の

知
恵
袋
〆

北
根
室
地
区

農
業
改
良
普
及

熱flili り
ま
す
。
セ
リ
と
同
じ
所
に
生
え
て
い

て
、
セ
リ
と
良
く
似
て
い
る
ド
ク
ゼ
リ

も
そ
の
一
つ
で
す
。
良
く
み
る
と
葉
の

イ
ケ
イ
ソ
ウ
も
有
名

必
要
で
す
。

二
、
食
べ
る
部
位

山
菜
の
ほ
と
ん

ど
は
若
い
芽
や
葉

が
中
心
で
す
が
、

山
ブ
ド
ウ
や
コ
ク
ア

に
果
実
を
食
べ
る
も

ザ
ミ
、
タ
ン
ポ
ポ
を

形
が
異
な
り
、
根
元
も
太
く
間
違
え
る

事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
に
ニ
リ
ン

ソ
ウ
や
ス
ズ
ラ
ン
、
ト
リ
カ
ブ
ト
、
（

'戸、

山菜を

楽し もう

jiili 
ｒＹＴ 
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伝い

排

､ 

／ 新
鮮
で
安
全
な
野
菜
を
求
め
て

中
標
津
町
野
菜
生
産
組
合
で
は
、

新
鮮
で
安
全
な
野
菜
な
ど
を
安
価

で
梢
識
者
に
提
供
す
る
と
共
に
、

仲
間
作
り
や
消
費
者
と
の
ふ
れ
あ

い
を
大
切
に
す
る
二
と
を
モ
ソ
ト

ー
に
、
朝
巾
、
つ
け
物
製
造
、
手

作
り
ジ
ャ
ム
、
野
菜
作
付
、
花
卉

栽
培
、
視
察
研
修
な
ど
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
も
沢
山
の
活
動

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
、
内
容
を
知
り
た
い

方
は
、
農
協
ま
た
は
普
及
所
へ
ご

連
絡
下
さ
い
。

野
菜
生
産
組
合

会
員
募
集
中
Ｉ

［ 」
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后
と
よ
う
に
扱
っ
て
根
も
食
べ
ら
れ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

三
、
料
理
す
る
前
の
前
処
理

山
菜
の
多
く
に
は
、
特
有
の
ア
ク
キ
・

有
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ア
ク
の
強

い
ワ
ラ
ビ
な
ど
は
木
炭
か
重
そ
う
を
使

い
ま
す
が
、
ゆ
で
て
一
夜
水
に
侵
す
程

近くにある山菜の楽しみ方

山菜室 食べる部位 前処理の必要 食べ方

LLの主主 天ぷら堂だ開いていなしフキノトウ

若い花、葉．蘂柄及びフキ
軽いアク抜き 酢の物、油いた洗

生のまま 天」『角

若い茎、葉アーザ=
ゆでる おひたし、各種あえも②

(チシマアザミ】

根 ゴボカと同じ キンピラ

イラクサ 若い茎、葉 おひたし、各種あズ：)②ゆで民

腱
か
ら
全
く
必
要
の
な
い
山
菜
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
好
み
に
よ
っ
て
は
、
多

少
の
一
一
か
味
や
シ
ブ
味
が
残
っ
て
い
る

方
が
良
い
と
い
う
山
菜
通
の
人
も
い
ま

す
。
か
な
リ
ア
ク
の
強
い
川
菜
で
あ
っ

て
も
、
天
ぷ
ら
に
す
る
と
あ
ま
り
感
じ

な
く
な
る
の
が
一
般
的
で
す
。

丸い若芽のぬめり
エゾノギシギシ 各種あえもの、油いた比ゆで民

のあるもの 尻忠nｂ

/Lkのまま 犬ｊＲｆ

若い葉、茎ヨモキ

ゆでて水にさらす 什種あえも②

若い葉、花、花茎 ゆでて水にさらす おひたし、袖いため
タン誤ポ

根 アク抜き キンピラ．コーヒー

若い胞子茎'ソタン つくしご飯、得種あえ［
軽くゆで愚

(スギナの胞子茎） (胞子穂はにがい】 の､柚いため､たまごと上

四
、
食
べ
る
量
は
少
な
め
に

山
菜
に
は
ア
ク
や
に
が
味
な
ど
が
あ

り
、
大
量
に
、
ま
た
は
長
期
間
連
続
し

て
食
べ
る
と
、
下
痢
や
便
泌
な
ど
に
な

る
山
菜
も
あ
り
ま
す
。
適
量
で
旬
の
味

を
味
わ
っ
て
下
さ
い
。

サラダに入る。一夜漬、
みそ漬

喉の主弍

イクド[ 若い芽、葉

ゆでて水にさらす 什諏あえもの

アカザ 若い茎、葉 ホーレン草とⅢ上

行種あえもの

特にマヨネーズあえ
エゾニワトユ 砦い芽とつぼみ ゆでて水にさらす

諄■

唯のま毒 犬ｊＲら

センノキ 若い芽
各種あえもの、おひたし
汁の窯

ゆでてアク抜き

「

､ 

平
成
二
年
産
共
計
で
ん
粉
の
販

売
状
況
は
、
三
月
末
仮
配
分
累
計

一
袋
当
り
、
一
五
二
七
円
（
前

年
同
期
一
、
五
四
九
円
）
単
価
に

よ
る
進
度
率
は
九
八
・
六
％
と
前

年
を
下
廻
り
ま
し
た
。

ま
た
、
価
格
は
瀧
地
倉
渡
し
二
、

○
且
○
円
～
三
、
’
’
’
’
’
五
円
（
前

年
同
期
一
一
一
、
’
七
五
ｎ
－
’
’
一
、
三

二
五
円
）
東
京
倉
渡
し
一
一
一
、
二
五

○
円
～
三
、
五
一
一
立
円
（
前
年
同

期
一
一
一
、
四
○
○
～
三
、
五
一
一
五
円
）

と
若
干
安
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
と
競

合
す
る
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
は
、
「

九
五
○
円
前
年
同
期
「
九
五
○

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

共計でん粉

ゴ

プヒタ

山菜名 食べる部位 前処理の必要 食べ方

フキノトウ

及ぴうキ

まだ開１，､てし､ない

若い花、蕊葉柄

生のまま

軽いアク抜き

天ぷら

酢の物、柚いため

アザ

(チシマアザ

若い茎、葉

根

生のまま

ゆでる

ゴボウと同じ

天』Fら

おひたし、各種あえもの

キンピラ

イラクサ 若い茎、葉 ゆでる おひたし、冬種あえ:)の

エゾノギシギシ
火.い若芽のいめ'）

のあるもの
ゆでる 各種あえもの、油いため

ヨモキ 若Ｖ､葉、茎

H己のまま

ゆでて水Iこさらす

犬ぷら

弁種あえもの

ポポ

若､､葉、花、花茎

根

ゆでて水lこさらす

アク抜き

おひたし、袖いため

キンピラ、ゴー‐ヒー

ソクシ

(ｽｷﾞﾅの胞子茎〉

若い砲P菱

(胞子穂|よにがい）
軽くゆでる

つくしご飯、橘種あえも

の､191いため､た堂二Fと:`＞

イクドリ 若い芽、葉
生のまま

ゆでて水にきらす

iナラダに入る。‐夜漬、

みそ液

冬iiIiあえもの

アカザ 若い茎、葉 ホーレン草と|Ｕ１２

ﾆｰ.ゾニワトユ 砦い芽とっぽみ ゆでて水にきらす
件種あえ(｣の

特にマヨネーズあえ

ピンノキ 若い芽

炎のまま

ゆでてアク抜き

犬』gら

各種あえもの、おひたし
ilの実



雛 篭

春
一
番
の
展
示
即
売
会
。

iii篝iiil鑿Ｉ鑿Ｉ

鑪
騨五■可

， 

農
協
婦
人
部
青
葉
会
（
高
齢
者
）
の
集

い
が
、
去
る
四
月
１
三
ｕ
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
午
前
中
は
、
親
睦
を
兼
ね
た
ボ

１
リ
ン
グ
を
行
な
い
、
｜
汗
か
い
た
あ

と
場
所
を
移
し
、
三
年
度
の
事
業
報
告

と
決
算
報
告
、
そ
し
て
、
新
年
度
の
事

業
計
両
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
新
年
度

の
青
葉
会
々
長
に
は
、
北
光
の
宮
脇
み

つ
る
さ
ん
が
満
場
一
致
で
決
定
し
ま
し

農
協
グ
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
春

の
展
示
即
売
会
を
囚
Ｈ
二
十
一
「
二
十

三
口
Ａ
コ
ー
プ
向
い
駐
車
場
で
開
催
。

当
ｕ
は
雪
、
雨
が
降
る
最
悪
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
、
客
足
は
今
一
歩
と
い

う
感
じ
で
し
た
が
、
春
の
農
作
業
開
始

に
向
け
、
必
要
な
工
具
や
部
品
を
買
い

求
め
る
姿
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
若
返
り
を
は
か
る
青
葉

■
 

》

鋲忽鶉;了：

ストラ牌
蕊
侭
灘
蕊
纐
庶

習
会
や
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
予
定
し
て

お
り
、
ま
す
ま
す
若
返
り
を
は
か
る
青

葉
会
々
員
で
す
。

…『
１１ｉｉｉ 

■白。

二のウェーバーでの焼肉は最高ヨ〃

霧繍'、 旦夕



笑
い
は
百
薬
の
長
。

区一一百

農
協
青
年
部
、
商
工
会
青
年
部
に
よ

る
異
業
種
交
流
会
が
、
四
Ⅱ
二
十
七
日

ホ
テ
ル
秀
月
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
開
催
は
、
新
年
度
両
部
役
員
艤

成
が
変
わ
っ
た
顔
合
わ
せ
と
、
じ
ゃ
が

い
も
伯
爵
ま
つ
り
＆
ふ
れ
あ
い
広
場
に

向
け
て
の
、
体
制
づ
く
り
を
兼
ね
行
だ

へ

Ａ
Ｔ
年
も
お
互
い
頑
張
ろ
う
〃
》

わ
れ
ま
し
た
ｃ
伯
爵
ま
つ
り
の
開
催
日
、

新
企
画
、
第
一
回
実
行
委
員
会
の
Ｒ
程

を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。 ､‘ 

一嘘

WｆｉＩ 
￣ 電

鍵

蕊

参
加
し
た
両
部
役
員
の
メ
ン
バ
ー識’プ

￣ 
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出荷繁L量進度率ベスト1０
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-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

ｉ 
三

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

順
位

前轤議|臘轤鹿)|艀氏名
lＲ酪農へルパー利用組合役員会

３日婦人部通常総会

６日青年部畑作部会定期総会

７日馬鈴し』爲栽培技術講習会

７日Ililii青組合研修会

９日税対委員会

９１．役員協議会

１０日青年部通常総会

]５日地区品評会打合せ

161二｜第２凶理事会

]７日～21日決算監査

23日青色申告会総会

23日婦人部哺育育成講習会

24日講演会、パネルディスカッ

ション

25日農協酷対総会

２７日－２８日地|X別懇談会

１
２
３
’
４
’
５
６
’
７
’
８
９
ｍ
 

飯鳥哲夫 252.312.2 252,312.2378,437.21149.9 378,437.2 

桜井義雄 139,153.Ｅ 206,984.5 1４８７ 
'￣ 

福11113昭憲 239,546.6 343.866.6 l４ａＥ 

宮田実 250,570.8 359,439.9 143.4 

｣ﾕｳｰ島利春 179,986,8 252,431.8 1４０２ 

門馬正志 384,381.4 528.646.2 1３７－５ 

佐々木政行 290,645.5 399213.8 1３７３ 

長渕軍:樹 234,385.8 319.729.8 136.4 

佐藤_広 229.044.1 308,714.6 1３４－７ 

空知

安田稔 429,357.Ｅ 567,286.Ｃ 132］ 

汽
月
に
入
っ
た
と
い
う
の
に
武
佐
岳
に

は
、
ま
だ
ま
だ
残
雪
が
ど
っ
し
り
と
腰
を

下
ろ
し
、
な
か
な
か
消
え
て
く
れ
そ
う
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
春
の
遅
い
北
根
室
に
も

そ
ろ
そ
ろ
桜
開
花
の
便
り
が
聞
こ
え
る
時

期
を
迎
え
ま
し
た
。
組
合
員
梼
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
馬
鈴
し
よ
、
ビ
ー
ト
の
作
付
、

肥
料
散
布
な
ど
農
作
業
の
ス
タ
ー
ト
で
す

が
．
忙
が
し
さ
に
塗
れ
く
れ
ぐ
れ
も
健
康

管
理
や
、
農
作
業
事
故
に
は
充
分
気
を
つ

け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

今
月
号
か
ら
、
シ
リ
ー
ズ
私
の
趣
味
に

』
の
す

変
わ
り
「
未
来
を
担
う
若
者
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
、
若
い
農
業
後
継
者
の
方
に
登
場

し
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
取
材

な
ど
で
皆
様
の
お
毛
へ
伺
う
事
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
時
は
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
の
ご
希
望
か
ら
「
な
ん
で
も

テ
ゲ

ベ
ス
ト
、
」
の
企
画
も
登
場
し
ま
し
た
。
』
」

の
ベ
ス
ト
、
で
は
．
こ
ん
な
事
、
あ
ん
な
事

の
ベ
ス
ト
、
を
載
せ
て
下
さ
い
と
い
う
意

見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
聞
か

せ
下
さ
い
。
そ
の
他
紙
面
に
対
す
る
ご
意

見
、
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
何
で
も
け

つ
こ
う
で
す
か
ら
、
広
報
係
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。 魎
廩
濤
睦
儲

編

集

後
Ｉ 

寵
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順位 氏名 前'１昂度実績

乳量〈ﾙｦ）
出荷累計

乳量(ﾉｶ7）
進度率

(％） 

面

飯島哲夫 252,312. 378,437 149.9 

２ 桜井義雄 ﾕ3９ 153 206 984. 148.7 

３ 福llU3昭憲 239 546. 343 866 143.5 

４ 宮[l］実 250 570. 359 4３９． 143.4 

５ ｣1ケ島利春 ﾕ7９ 986, 252 43二 140.2 

６ 門馬ＪＺ志 384 38ユ 528 646 137.5 

７ 佐々木政行 290 645 399 213 137.3 

８ 長渕車:樹 234 385 319 729 136.4 

９ 佐藤－広 229 044 308 714 134.7 

ﾕ０ 安田稔 429,357.6 567,286.0 132.1 


